
繋
朝
聖
宗
期
の
嘉
興
何
氏

|
|
暢
書
の
比
較
か
ら
|
|

は

め

に

第
一

章

帰
書
の
譲
解
と
注
懇

第
一
節
史
料
入
手
の
過
程

第
二
節
原
文
及
び
試
謀
、
謬
注

第
二
一草

分

析

と

比

較

第

一

節

全

慢

の

構

成

第

二

節

前

文

第
三
節
「
例
」

第

四

節

家

む
す
び
に
か
え
て

じ

産

は

じ

め

新
設
見
文
書
に
も
と
づ
き
、

八

尾

隆

従
来
の
編
纂
史
料
に
依

っ
て
い
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
史
像
を
見
直
す
(
或
い
は
補
強
す
る
)
作
業
を
、
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二
、
三
年
間
績
け
て
き
た
。

生
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筆
者
は
こ
の
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北
部
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
西
北
地
方
の
ヴ
ィ
ン
フ

l

〈

Z
7
2己
省
に
現
在
も
居
住
し
て
い

る
ム
オ
ン
冨
ロ
ぶ
ゴ
m
族
の
元
首
長
の
家
柄
で
あ
る
丁
氏
の
所
醸
し
て
い
た
禦
朝
聖
宗
洪
徳
八
年
(
一
四
七
七
)
附
の
帰
書
の
分
析
を
行
っ
た
。

前
稿
〔
八
尾

一
九
九
六
〕
で
は
そ
の
一
環
と
し
て

本
稿
は
そ
の
績
編
と
な
る
。
具
睦
的
に
は
、
丁
氏
と
閉
じ
村
に
住
む
も
う

一
方
の
首
長
何
氏
所
臓
の
諸
文
書
、
中
で
も
丁
氏
明
書
と
格
好
の
比

較
の
劉
象
と
な
る
、

聖
宗
光
順
八
年
(
一
四
六
七
)
附
の
帰
書
の
分
析
を
行
う
。

比
較
分
析
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、

先
に
嘗
時
の
歴
史
的
朕

況
を
振
り
返

っ
て
お
く
。

十
五
世
紀
初
頭
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
内
紛
に
目
を
附
け
た
明
の
永
築
帝
は
、
大
草
を
涯
遣
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
直
接
支
配
下
に
置
く
が
、

そ
の

統
治
の
開
始
直
後
か
ら
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
の
反
明
抗
戦
が
各
地
で
護
生
す
る
。
そ
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
西
側
に
位
置
す
る
ラ
l
ン
サ
l
ン
王
園
は

(
1
)
 

明

へ
の
封
抗
上
、
こ
れ
ら
反
凱
寧
に
援
助
を
行
う
。
こ
う
し
た
諸
反
凱
勢
力
の
中
か
ら
タ
イ
ン
ホ
ア
の
繁
利
(
後
の
繁
太
租
)
が
撞
頭
す
る
。

と
こ
ろ
が
繋
利
勢
力
の
念
成
長
に
危
倶
を
抱
い
た
ラ
l
ン
サ
l
ン
王
国
は
一
輔
し
て
明
に
接
近
し
、
動
常
利
は
そ
の
背
信
行
筋
に
激
怒
す
る
。

〈
の
軍
事
行
動
を
行
い
、

-206-

務
朝
を
聞
い
た
後
、
動
常
利
及
び
そ
の
後
の
各
一
帝
は
一
つ
に
は
遺
恨
の
た
め
、

ま
た
一
つ
に
は
南
北
に
細
長
い
園
土
に
劃
す
る
安
全
保
障
上
の

問
題
か
ら

ラ
l
ン
サ

l
ン
王
園
及
び
そ
の
支
配
下
に
あ
る
諸
勢
力
(
西
北
地
方
や
中
北
部
山
岳
地
帯
の
)

五
代
聖
宗

の
時
代
ま
で
に
は
一
躍
の
成
功
を
牧
め
る
。

そ
の
軍
事

・
政
治
行
動
の
劉
象
と
な

っ
た
の
が
、

こ
の
雨
大
園
の
聞
に
存
在
す
る
牢
濁
立
勢
力
た

る
タ
イ
系
、

ム
オ
ン
系
小
首
長
達
で
あ
っ
た
。

(

2

)

 

西
北
地
方
は
聖
宗
期
に
は
興
化
承
宣
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
(
地
闘
参
照
〉
。
其
の
下
に
府
(
三
)
、
肘
肺

2
5
・
州
(
十
七
)
、
一
位
・
山
同
・
加
な
ど

が
置
か
れ
、
こ
の
内
、
燃
と
州
は
同
ラ
ン

ク
に
蛍
た
る
が
、
鯨
は
知
豚
を
中
央
涯
遣
官
が
つ
と
め
、
知
州
に
は
少
数
民
族
の
首
長
が
充
て
ら
れ

山岡

・
加
な
ど
は
少
数
民
族
に
よ
る
自
治
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
同

・
加
レ
ベ
ル
の
更
に
下
に
も
、

た
だ
祉
が
中
央
の
直
接
支
配
が
及
ぶ
村
落
な
の
に
劃
し
て
、

(

3

)

 

嘉
輿
府
主
円
川
豚
の
場
合
、
圭
と
呼
ば

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
下
の
レ
ベ
ル
は
厳
密
に
言
え
ば
行
政
匿
分
で
は
な
く
、

れ
る
「
ム
ラ
」
が
存
在
し
、
前
稿
の
丁
氏
は
こ
の
嘉
輿
府
青
川
豚
雲
龍
加
霜
圭
の
長
た
る
「
官
郎
」
で
あ
司
た
。

丁
氏
が
残
し
た
十
五
世
紀
の
デ
l
ト
を
も
っ
こ
の
蝿
書
に
は
前
稿

〔
八
尾

一
九
九
六
〕
で
示
し
た
よ
う
な

注
目
す
べ
き
重
要
な
貼
が
幾
つ
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か
存
在
す
る
。

(
4〉

ま
ず
何
よ
り
も
蝿
書
を
作
成
す
る
行
魚
そ
の
も
の
‘か繋
朝
の
法
に
則
司
た
も
の
で
あ
り
、
察
朝
政
権
を
意
識
し
た
態
度
が
窺
え
る
。
し
か
も

そ
の
形
式
は
前
文
、

不
動
産
の
表
示
方
法
、

作
成
者
・
保
誼
人
等
の
記
名
な
ど
、

一
見
す
る
と
全
く
察
朝
の
規
定
し
た
韓
式
に
準
接
し
て
い

る
そ
の
一
方
で
、
在
地
祉
舎
に
射
し
て
は
、
ま
ず
蝿
書
の
中
身
が
個
人
の
家
産
に
限
ら
ず
、
首
長
が
村
民
か
ら
受
け
る
べ
き
様
々
な
奉
仕
義
務

を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
卒
地
社
舎
で
は
重
要
な
財
産
で
あ
る
土
地
(
私
有
地
〉
の
面
積
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は

な
く
、
む
し
ろ
前
述
の
権
限
規
定
で
あ
る
「
例
」
の
方
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
そ
の
四
至
記
述
、
面
積
表

そ
の
一
方
で
、

示
の
仕
方
に
し
て
も
卒
地
枇
舎
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
代
々
の
官
郎
が

「書
く
は
ず
の
」
蝿
書
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
繋
朝
政
権
の
擢
力
が
最
も
こ
の
地
に
浸
透
し
た
十
五
世
紀
の
も
の
だ

け
が
、

昭
明
書
受
領
者
名
の
抹
消
な
ど
の
一
部
改
鼠
を
加
え
ら
れ

何
ら
か
の
債
値
を
(
禦
朝
の
お
墨
附
き
を
得
て
)
持
ち
績
け
て
い
た
こ
と
に
、

← 208-

中
央
政
権
と
地
方
祉
舎
の
聞
に
位
置
す
る
官
郎
の
複
雑
な
立
場
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
明
書
の
書
き
手
何
氏
は
、
十
五
世
紀
に
丁
氏
と
同
じ
加
に
住
み
、
圭
の
長
た
る
官
郎
達
を
束
ね
る
「
土
酋
」

(
H
H
加
の
長
)
の
職

(

5

)

 

を
世
襲
し
て
き
た
家
で
あ
る
。
官
郎
に
比
し
て
一
段
上
の
存
在
で
あ
り
、
中
央
涯
遣
の
知
豚
と
直
接
交
渉
を
も
っ
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

丁
氏
と
何
氏
の
立
場
の
差
が
ど
の
よ
う
に
帰
書
に
現
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
の
差
の
持
つ
意
味
を
探
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
た
だ
、

丁
氏
個
別
室
田
に
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
研
究
者
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
る
の
に
劉
し
、
何
氏
嘱
書
に
は
そ
れ
が
な
く
、
分
量
も
約
三
倍
あ
る
上
に
、

ヴ

ェ
ト
ナ

ム
の
民
族
文
字
で
あ
る
字
輔

の
Y
0
・

z。
ヨ
も
多
く
、
意
味
不
明
の
ま
ま
と
し
た
部
分
も
少
な
く
な
い
。
讃
者
の
忌
樺
な
い
ご
批
判
が

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。



第
一
章

嘱
書
の
語
解
と
注
調
梓

第
一
節

史
料
入
手
の
過
程

ま
ず
、
嘱
書
入
手
に
か
か
わ
る
情
報
を
提
供
し
て
お
く
。

去
る
一
九
九
四
年
七
月
、
筆
者
は
前
述
丁
氏
嘱
書
に
闘
す
る
情
報
を
得
る
た
め
、
ヴ
ィ
ン
フ
I
省
博
物
館
を
訪
問
し
た
後
、
現
地
タ
イ
ン
ソ

(

6

)

 

ン
叶

E
ロ『

ω0.ロ
豚
ヴ
ァ
ン
・
ミ
ェ
ウ
〈
陣
ロ

E
-
E
祉
に
入
っ
た
。
丁
氏
蝿
霊
園
の
原
版
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

や
は
り
了
氏
の

本
家
に
も
そ
れ
は
な
く
、
そ
の
蹄
途
、
全
く
の
偉
倖
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
村
の
何
氏
の
族
長
ハ

l

・
ク
ア
ン
・
デ
ィ
エ
ン
出
伊

ο
E
Z
巴
広
口

氏
に
お
舎
い
で
き
、
氏
が
所
臓
す
る
文
書
の
閲
覧
・
潟
県
撮
影
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
稿
で
主
に
分
析
の
謝
象
に
す
る
の
は
光
順
八
年
附
の
嘱
書
で
あ
る
。
現
地
で
得
た
七
加
の
文
書
の
内
、
二
つ
に
こ
の
文
書
は
牧
録
さ
れ
て

(
7〉

い
る
。
ま
た
、
崇
康
八
年
(
一
五
七
三
)
附
の
文
書
(
三
版
あ
る
〉
は
、
中
身
が
光
順
蝿
書
と
半
分
以
上
重
な
り
、
護
給
者
、
受
給
者
、
詮
見
人

(
8〉

の
顔
ぶ
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
前
文
の
部
分
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
そ
の
土
地
財
産
の
中
身
等
の
部
分
に
大
幅
な
食
い
違
い
が
光
順
版
と
崇

-209ー

康
版
の
聞
で
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
史
料
批
剣
に
絡
む
問
題
は
次
章
に
ま
わ
し
、

ま
ず
原
文
と
詩
文
、
そ
れ
に
誇
注
の
提
示
を
行
う
。

第
二
節

(
9〉

原
文
及
び
試
語
、
書
注

〔
本
文
〕

A 

。

嘉
輿
府
青
川
豚
雲
龍
珊
土
酋
安
衛
伯
何
徳
裕
・
妻
何
氏
華
等
、
代
代
園
間
(
隠
〉
、
留
俸
縫
業
、
震
土
骨
、
管
束
兵
民
、
夫
妻
自
念
、
行

②
 

年
表
老
、
旦
夕
勝
常
、
遺
下
回
産
、
未
有
定
分
、
恐
於
身
後
、
或
起
争
端
、
所
有
租
業
団
池
・
私
土
宅
・
蜘
劃
創
出
欄
到
井
孝
牌
・
財

物
額
例
等
項
、
臆
預
造
属
書
、
分
矯
逐
分
、
留
興
親
生
男
武
人
、
永
潟
産
業
、
代
々
照
依
本
分
、
各
勤
生
理
、
以
奉
祭
組
、
或
有
妄
起

641 
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紛
争
、
奪
其
本
分
、
定
坐
不
孝
之
罪
、
園
有
常
法
、
故
立
文
属
室
百
武
道
、
付
諸
子
、
各
執
査
道
、
列
子
書
左
、
震
照
用
者

③
 

一
道
、
長
男
何
光
被
、
分
震
大
官
・
本
加
雲
圭
土
色
、
管
束
各
圭
官
郎
及
兵
民
、
係
俗
例
、
耕
種
鋤
穫
、
造
屋

・
篠
門
等
役
一
任
、
使

防
l
L
向

陽

防

i
l
i

令
祈
神
・
祭
鬼
・
葬
祭
・
突
魂
等
事
、
如
有
宰
殺
牛
牢
羊
猪
等
物
、
脹
肩
連
足
井
五
臓
肉
皮
各
宣
斤
・
食
肉
盤
萱
面
、
欧
猶
山
林
、
得

③
 

禽
験
者
、
納
肩
連
足
井
五
臓
各
肉
、
亦
如
之
、
如
有
牛
牢
到
地
而
死
、
鹿
肩
無
足
、
常
新
節
料
、
毎
年
貢
番
、
何
光
被
巳
(
己
)
分
差

使
腕
圭
・
欽
圭
井
本
加
挙
稗
拾
武
人
、
聴
従
何
光
被
家
中
差
使
、
及
構
作
山
林
撞
筏
等
役
、
如
有
別
豚
加
入
、
寓
居
各
慮
所
耕
作
、
出

⑨
 

毎
年
毎
人
納
粟
華
五
拾
斗
、
其
俗
例
、
依
如
前
祖
父
潟
鐘
僚
留
俸
襲
例

C

一
、
雲
圭
私
田
池

ー

ゅ
!

ゆ
!

⑫

cー

ω
一
所
、
塊
回
、
相
連
五
頃
共
陸
畝
、
東
近
林
、
西
南
北
各
近
兵
税
田

⑬
 

C
l
ω

一
所
、
商
田
、
相
連
共
参
畝
、
東
近
境
娘
、
西
南
各
近
林
、

北
近
兵
税
回

C
l
ω

一
所
、
告
回
、
相
連
共
同
埠
畝
、
東
西
南
北
各
近
兵
税
田

⑬
 

c
l
ω

一
所
、
濠
田
、
相
連
共
五
畝
五
高
、
東
近
浮
沙
、
西
南
北
各
近
兵
税
回

⑮
 

C
l伺
一
所
、
街
池
、
萱
口
、
東
近
兵
税
田
、
西
南
各
近
告
墓
、
北
近
兵
税
田

陣

c
l例
一
所
、
深
田
、
武
官
向
、
東
近
一
曳
漢
、
西
近
林
、
南
近
、
楳
服
、
北
近
渓

⑩
 

C
l切
一
所
、
同
池
、
萱
口
、
坐
落
末
同
慮
、
東
近
漠
井
小
路
、
南
近
林
、
口
口
〔
西
近
〕
廟
、
北
近
兵
税
回

2

ゆ
|

|

C

一
、
霜
圭
私
田

⑬
 

C
l
ω

一
所
、
波
田
、
相
〔
連
〕
共
五
畝
、
東
近
濁
運
、
西
南
各
近
圭
、
北
近
兵
税
田

C

一
、
掠
圭
私
田

c
l
ω

一
所
、
邦
田
、
相
連
共
捌
畝
、
東
近
丘
淋
、
西
南
各
近
江
、
北
近
兵
税
凍
回

D

一
、
腕
圭
地
分
各
慮
、
建
至
等
界

B 

-210ー



D2 D2 D2 Dl :r;:>1 

(j)(i)(i)(i) 

雲南東飲南東
量近近圭近近
岡本本地本本
橋加加分加朋
慮櫨夏、嘘丙|⑬

内渓各内近
強朝[~慮榔ι姑
、飲鐸厄[@
魚、至猫篤
識矯等、識
、識界篤

識

-西
、近

北本
近勝
本醜
加谷
線加
航海[@
類[@弄
篤降、

昆向?号
、識

震
識

て
西
近
楯
圭
嘉
(
高
価
〉
揮
、
魚
識

@
 

一
、
北
近
本
加
櫨
内
榔
貢
咽
、
震
識

E 

643 

Eω
橋
田
、
相
連
共
感
畝
、
東
近
兵
税
回
、
西
南
各
近
林
、
北
近
丘
ハ
税
回
、
付
輿
長
男
何
光
被
監
守
、
遁
年
率
使
耕
種
鋤
穫
、
以
矯
祭
肥
田

F

て
本
加
す
刊
利
樹
岡
川
副
倒
閣
川
、
井
銅
鼓
宣
件

G

一所、
'
民
江
、
萱
帯
、
東
近
大
彰
、
西
南
各
近
本
加
井
特
(
迫
)
果
加
、
北
近
責
蒲
江
、
付
輿
長
男
何
光
被
監
守
、
如
有
攻
魚
描
網
等

坊
(
場
〉
、
毎
日
常
納
生
魚
陸
誠
、
如
例

町
一
道
、
次
男
何
光
様
、
分
篤
大
官
郎
、
管
束
末
圭
兵
民
、
係
俗
例
、
耕
種
鋤
穫
、
造
屋
一
任
、
使
令
新
神
・
祭
鬼
・
葬
祭
・
央
魂
等

事
、
如
有
宰
殺
牛
牢
羊
猪
等
物
、
脹
肩
連
足
井
五
臓
肉
皮
各
萱
斤

・
食
肉
盤
萱
面
、
如
有
牛
牢
到
地
而
死
、
脹
肩
無
足
、
常
新
節
料
、

毎
年
或
番
、
何
光
旅
差
使
楯
圭
興
本
加
率
鏡
宣
人
、
聴
従
何
光
株
家
中
差
使
各
役
、
其
俗
例
、
依
如
前
租
父
震
轡
僚
留
俸
襲
例

C

一
、
末
圭
私
田
池

⑬
 

Cー

ω
一
所
、
役
回
、
相
連
共
試
畝
、
東
近
渓
、
西
南
各
近
劃
、
北
近
廟

C
l
ω

一
所
、
蔑
案
回
、
相
連
共
試
敵
萱
高
、
東
近
漢
、
南
近
探
池
、
西
近
塊
墓
、
北
近
渓

C
l
ω

一
所
、
穣
回
、
相
連
共
或
敵
、
東
近
渓
、
西
南
各
近
林
、
北
近
同
池

@
 

C
l
ω

一
所
、
植
田
、
相
連
共
宣
畝
、
東
近
兵
税
回
、
西
近
兵
税
田
、
南
近
廟
、
北
近
利
回

C
l同
一
所
、
扶
回
、
相
連
共
宣
敵
、
東
西
各
近
兵
税
回
、
南
近
本
田
、
北
近
漢

-211ー
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Cー

ω
一
所
、
柏
田
、
相
連
共
試
畝
、
東
近
林
、
西
南
各
近
漢、

北
近
兵
税
田

C
l例
一
所
、
壁
田
、
相
連
共
煎
畝
、
東
西
各
近
兵
税
目
、
南
近
林
、
北
近
漠

C
l
ω

一
所
、
探
池
、
宣
口
、
東
近
本
田
、
西
南
各
近
林
、
北
近
塊
墓

C
l例
一
所
、
批
池
、

堂
口
、
東
近
兵
税
回
、
西
南
北
各
近
林

C
l帥
一
所
、
詔
池
、
相
連
武
口
、
東
近
祭
回
、
西
南
各
近
林
、

北
近
圭

D

一
、
楯
圭
地
分
各
慮
、
建
至
等
界

NUlω

一
、
東
近
本
加
伊
崎
、
帰
一
識
、
一
、
西
近
本
脈
融
谷
珊
璽
亡
、
震
一誠

町
ー

ω
一
、
南
近
本
加
丙
垣
盤
、
震
識、

一
、
北
近
本
豚
臨
谷
加
を
圭
、
魚
識

NUlω

一
所
、
栂
圭
組
池
、
一
口
、
東
西
南
各
近
林
、
北
近
世
圭

r

一
、
末
圭
、
醤
田
、
相
連
共
武
畝
五
高
、
東
近
浜
、
西
近
圭
、
南
近
蓄
墓
、

穫
、
以
篤
祭
把
田

σ

一
所
、
荒
琶
模
、
東
西
各
近
本
加
、
南
近
世
圭、

北
近
浪
圭
、
付
奥
次
男
何
光
緑
守
着
、
地
分
、
依
如
麗
書
内

@

ゆ

|
|

向

回
川
州
一
例
、
土
曾
武
道
、
縫
世
腐
書
、
臨
脳
卒
牛
稿
萱
隻
・
酒
拾
埋
、
許
本
加
飲
食

H
l
ω

一
例
、
本
加
入
〔
家
〕
、
承
照
麗
書
、
土
酋
官
、
猪
宣
口
・
酒
宣
埋
・
榔
萱
房
、
以
矯
敬
薩

@
 

H
l
ω

一例、

雲
圭
土
曾
官
、
長
男
襲
妻
、
其
蘭
佳
勝
雄
、
加
内
共
受

@
 

H
ω

一例、

雲
圭
土
酋
官
、
有
女
子
嫁
夫
、

許
加
内
飲
食
、
其
例
中
、
只
許
宣
子

H
l同
一
例
、
加
内
或
有
何
人
淫
奔
凱
倫
及
盗
胡
等
役
、
以
致
本
加
所
捉
、
彼
家
銀
子
参
雨
、
勝
納
雲
圭
土
曾
官
、
以
震
謝
雄

一
、
本
〔
加
〕
地
分
各
慮
、
隷
至
等
界

北
近
漢
、

付
興
次
男
何
光
蘇
監
守
、

遁
年
率
使
耕
種
鋤

-212ー

I 

(1) 

一
、
東
近
大
彰
准
圭
海
蓮
丙
蜘
江
蔑
靭
殺
、
震
識



閣

「

ゆ

「

腕

「

ゆ

ド

ー

ー

ω
て
西
近
隣
谷
珊
字
頂
山
淋
仙
、
近
内
曳
移
白
砂
連
、
爽
特
〈
遁
)
果
加
、
震
識

ー

ー

ω
一
、
南
近
責
欄
加
地
分
一
匿
、
上
自
特
〈
遁
)
果
、
下
至
朝
民
慮
、
震
識

ゅ

ー

ゅ
1

I
1
ω

て
北
近
臨
谷
m
加
移
寵
口
一
受
携
同
砂
績
鳩
山
併
、
近
件
圭
語
口
〔
芭
〕
排
椙
、
近
世
圭
漫
升
貢
咽
鞍
駁
、
近
一
浪
圭
小
濃
縮
航
一
旗
篤
篤
明
篤

昆
、
近
長
圭
震
識

@
 

ー

ー

ω再
東
近
黄
鶏
加
朝
洞
慮
至
混
油
等
慮

ー

ー

ω再
西
近
丙
楊
混
楊
丙
呼
丙
憂
混
穣
混
深
丙
祷
等
昆

I
I
M
W

再
南
近
縦
圭
至
朝
根
内
粛
丙
監
権
獲
権
撮
丙
柵
樹
ち
樹
昆
濡
蜘
内
江
内
海
江
同
江
棲
澄
情
渚
楓
蘭
李
木
、
爽
春
蓋
加
等
庭

ゆ
l

I
l制
再
北
近
特
(
迫
〉
果
加
同
由
凍
旺
毎
惜
荏
龍
朝
控
龍
外
民
等
昆

I
l例
一
、
本
加
民
居
、
噴
圭
、
上
自
葉
頼
、
下
至
磐
蹴
、
再
東
近
掛
川
民
、
西
近
石
調
、
南
近
淋
充
、
北
近
朝
民
廟
等
慮

J I
l帥
一
、
本
〔
燭
〕
民
居
、
操
圭
、
東
近
頚
万
万
胃

J

万
昆
、
再
西
近
鎮
探
、
南
近
語
跡
、
北
近
責
欄
緑
内
(
榊
〉
等
界

光
順
捌
年
或
月
拾
陸
目
、
立
属
書
、
親
交
安
衛
伯
何
徳
裕
記

-213ー

@
 

詮
見
、
剃
劃

何
遺
敷
記

何
仲
蓋
記

何
崇
道
記

何
克
後
記

何
徳
杵
記

何
文
穿
貼
指

何
迷
黙
指

645 

何
文
誼
貼
指
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庇
科
貼
指

何
時
(
貯
)
貼
指

全
加
上
下
共
記

A 
〔
試
課
〕

嘉
輿
府
青
川
勝
雲
龍
加
の
土
酋
で
あ
る
安
衛
伯
何
徳
裕

・
妻
何
氏
華
ら
は
代
々
の
園
の
名
門
で
あ
っ
て
、
代
々
家
を
縫
い
で
土
色
と
な

り
、
兵
民
を
束
ね
て
き
た
。
夫
婦
が
自
ら
案
ず
る
に
、
老
い
て
き
て
い
つ
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
遺
し
て
あ
る
田
産

手
い
ご
と
が
起
こ
る
事
を
懸
念
し
て
い
る
。
そ
こ
で
件
の
先
祖
停
来
の
田

は
ま
だ
分
配
の
基
準
を
設
け
て
お
ら
ず
、

池
・
私
有
の
邸
宅
・
腕
圭
欽
圭
椙
圭

・
奴
舛

・
財
物
な
ど
の
額
や
項
目
は
、
議
め
嘱
書
を
造
り
、
分
け
て
逐
分
と
し
、
買
の
息
子
二
人

に
留
興
す
る
の
で
、
永
く
家
産
と
す
る
よ
う
に
。
代
々
そ
の
分
配
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
各
々
自
ら
生
業
に
勤
め
、
祭
櫨
に
務
め
る
こ

自
ら
の
死
後
、

と
。
も
し
妄
り
に
紛
争
を
起
こ
す
者
が
あ
れ
ば
そ
の
分
配
分
を
剥
奪
し
、
き
っ
と
不
孝
の
罪
に
坐
さ
し
め
る
。
園
に
常
法
あ
り
、

よ
-ラ

-214ー

て
明
書
二
週
を
作
成
し
、
諸
子
に
交
付
し
、
以
下
に
列
暴
し
、
謹
擦
と
す
る
。

B 

一
通
、
長
男
何
光
被
は
分
け
て
大
官
・
本
加
雲
圭
の
土
酋
と
し
、
各
圭
官
郎
及
び
兵
民
を
管
束
す
る
こ
と
。
俗
例
に
係
る
耕
種
鋤
穫
や

屋
敷
や
か
き
ね
、
門
の
建
築
に
閲
し
て
一
任
し
、
祈
神
・
祭
鬼

・
葬
祭
・
突
魂
な
ど
の
こ
と
を
せ
し
め
る
。
も
し
牛

・
山
羊

・
豚
な
ど

を
屠
殺
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
肩
連
足
と
五
臓
肉
皮
各
一
斤
、
そ
れ
に
食
肉
盤
一
面
を
贈
る
こ
と
。
山
林
で
狩
猶
を
し
、
禽
獣
を
得
た
者

t主

肩
連
足
と
五
臓
各
肉
を
納
め
る
こ
と
、

ま
た
同
様
で
あ
る
。

も
し
牛
が
地
に
倒
れ
て
死
ん
で
い
た
ら
、

(
設
見
者
は
)
肩
無
足

を
贈
る
こ
と
。
新
嘗
節
の
手
嘗
は
、
毎
年
二
回
用
意
す
る
。
何
光
被
は
自
ら
規
圭
と
飲
圭
な
ら
び
に
本
加
の
奴
牌
十
二
人
を
差
し
使
わ

す
。
何
光
被
家
中
に
命
じ
て
山
林
で
の
伐
採
作
業
等
の
役
に
遣
わ
す
。
も
し
別
燃
の
朋
人
が
各
慮
所
に
寓
居
し
て
耕
作
す
る
者
か
あ
れ

ば
、
毎
年
一
人
あ
た
り
莱
五
十
斗
を
納
め
る
こ
と
。
そ
れ
ら
俗
例
は
、
前
祖
父
の
盛
僚
留
俸
襲
例
に
依
る
。



C

一
、
雲
圭
の
私
回
池

clω

一
所
、
塊
回
、
相
い
連
な
る
こ
と
五
ケ
所
、
計
六
敵
、
東
は
林
に
近
く
、
西
南
北
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
税
固
に
近
い

G
ー

ω
一
所
、
劃
回
、
相
い
連
な
り
、
計
三
畝
、
東
は
劇
壇
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
く
、
北
は
兵
税
固
に
近
い

Glω

一
所
、
制
回
、
相
い
連
な
り
、
計
四
畝
、
東
西
南
北
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
税
固
に
近
い

仏ー

ω
一
所
、
割
田
、
相
い
連
な
り
、
計
五
畝
五
高
、
東
は
浮
沙
に
近
く
、
西
南
北
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
税
回
に
近
い

仏
ー
伸
一
所
、
骨
池
、
一
口
、
東
は
兵
税
田
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
告
の
墓
地
に
近
く
、
北
は
兵
税
田
に
近
い

G
l伸
一
所
、
淵
田
、
二
高
、
東
は
劃
漢
に
近
く
、
西
は
林
に
近
く
、
南
は
湖
の
水
脈
に
近
く
、
北
は
漢
に
近
い

C
l
例
一
所
、
同
池
、
一
口
、
末
同
庭
に
位
置
し
、
東
は
混
と
小
路
に
近
く
、
南
は
林
に
近
く
、
西
は
廟
に
近
く
、
北
は
兵
税
回
に
近
い

C

て
霜
圭
の
私
回

C
1
ω

一
所
、
渡
田
、
相
い
連
な
り
、
計
五
敵
、
東
は
濁
蓮
田
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
圭
に
近
く
、
北
は
兵
税
回
に
近
い

C

て
掠
圭
の
私
田

clω

一
所
、
邦
回
、
相
い
連
な
り
、
計
八
畝
、
東
は
淋
丘
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
江
に
近
く
、
北
は
兵
税
凍
回
に
近
い

-215ー

D

一
、
親
圭
地
分
の
各
慮
、
四
至
等
の
境
界

Dlω

一
、
東
は
本
加
の
剖
紺
山
に
近
く
、
標
識
と
す
る
、

D
1
ω

一
、
南
は
本
加
櫨
内
側
の
思
剰
に
近
く
、
標
識
と
す
る
、

D

一
、
飲
圭
地
分
の
各
庭
、
四
至
等
の
境
界

Dlω

，一
、
東
は
本
加
の
劃
漢
の
鮒
河
口
に
近
く
、
標
識
と
す
る
、

Dlω

一
、
南
は
本
加
の
撞
内
劃
に
近
く
、
標
識
と
す
る
、

一
、
西
は
本
牒
隣
谷
加
の
弄
泉
に
近
く
、
標
識
と
す
る

一
、
北
は
本
加
の
繍
腕
岡
・
小
坂
に
近
く
、
標
識
と
す
る

647 

一
、
西
は
椙
圭
の
揺
泉
に
近
く
、
標
識
と
す
る

一
、
北
は
本
珊
撞
内
榔
の
咽
用
水
路
に
近
く
、
標
識
と
す
る
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C' C' 

(1) 

C' 
(2) 

C' 

(3) 
E 

一
、
雲
圭
の
同
橋
鹿

E
l
ω

橘
回
、
相
い
連
な
り
、
計
四
畝
、
東
は
兵
税
固
に
近
く
、

西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
く
、
北
は
丘
ハ
税
固
に
近
く
、
長
男
何
光
被
に
付
輿

し
て
監
守
せ
し
め
、
年
ご
と
に
率
先
し
て
耕
種
鋤
穫
せ
し
め
、
以
て
祭
柁
固
と
す
る

F 

て
本
加
奴
稗
の
例
で
は
、
私
鏡
六
人
・
従
候
六
人
、

な
ら
び
に
銅
鼓
一
面
あ
り

G 

一
所
、
民
江
、

西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
本
加
と
迫
果
加
に
近
く
、
北
は
黄
鶏
江
に
近
く
、
長
男
何
光
被
に
付
興

一
帯
、
東
は
大
彰
に
近
く
、

し
て
監
守
せ
し
め
る
。
も
し
魚
を
取
り
、
網
を
う
っ
て
い
る
な
ど
の
場
所
が
あ
れ
ば
、
毎
日
常
に
生
魚
六
尾
を
納
め
る
こ
と
、
例
の
如
し

B' 

-216ー

一
通
、
次
男
何
光
旅
は
分
け
て
大
官
郎
と
し
、
末
圭
兵
民
を
管
束
す
る
こ
と
。
俗
例
に
係
る
耕
種
鋤
穫
や
遁
屋
に
闘
し
て
一
任
し
、
祈

紳
・
祭
鬼
・
葬
祭
・
笑
魂
な
ど
の
こ
と
を
せ
し
め
る
。
も
し
牛
・
山
羊
・
豚
な
ど
の
物
を
屠
殺
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
肩
連
足
と
五
臓
肉

皮
各

一
片
、
そ
れ
に
食
肉
盤
一
面
を
贈
る
こ
と
。
も
し
牛
が
地
に
倒
れ
て
死
ん
で
い
た
ら
、
(
震
見
者
は
)
肩
無
足
を
贈
る
こ
と
。
新

嘗
節
の
手
嘗
は
、
毎
年
二
回
用
意
す
る
。
何
光
緑
は
椙
圭
と
本
加
の
奴
牌
能
人
一
人
を
差
し
使
わ
す
。
何
光
旅
家
中
に
命
じ
て
各
役
に

遣
わ
す
。
そ
れ
ら
俗
例
は
、
前
祖
父
の
鐙
僚
留
俸
襲
例
に
依
る

一
、
末
圭
の
私
回
池

一
所
、
役
回
、
相
い
連
な
り
、
計
二
畝
、
東
は
撲
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
圭
に
近
く
、
北
は
廟
に
近
い

一
所
、
蔑
案
田
、
相
い
連
な
り
、
計
二
畝

二
局
、
東
は
漢
に
近
く
、
南
は
開
池
に
近
く
、
西
は
塊
の
墓
地
に
近
く
、
北
は
漢
に
近
い

一
所
、
援
団
、
相
い
連
な
り
、
計
二
畝
、
東
は
漢
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
く
、
北
は
同
池
に
近
い



clω

一
所
、
柾
回
、
相
い
連
な
り
、
計
一
敵
、
東
は
兵
税
田
に
近
く
、
西
は
兵
税
田
に
近
く
、
南
は
廟
に
近
く
、
北
は
本
田
に
近
い

cl伺
一
所
、
劇
回
、
相
い
連
な
り
、
計
一
畝
、
東
西
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
税
回
に
近
く
、
南
は
本
田
に
近
く
、
北
は
撲
に
近
い

C
l
ω

一
所
、
細
田
、
相
い
連
な
り
、
計
二
畝
、
東
は
林
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
漢
に
近
く
、
北
は
兵
税
田
に
近
い

ClMW
一
所
、
劃
回
、
相
い
連
な
り
、
計
二
敵
、
東
西
は
そ
れ
ぞ
れ
兵
税
回
に
近
く
、
南
は
林
に
近
く
、
北
は
漢
に
近
い

C
1刷
一
所
、
開
池
、
一
口
、
東
は
本
田
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
く
、
北
は
捌
の
墓
地
に
近
い

C
1例
一
所
、
批
池
、
一
口
、
東
は
兵
税
田
に
近
く
、
西
南
北
は
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
い

c
l帥
一
所
、
招
池
、
相
い
連
な
り
、
計
二
口
、
東
は
祭
固
に
近
く
、
西
南
は
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
く
、

北
は
圭
に
近
い

D

一
、
椙
圭
地
分
の
各
慮
、
四
至
等
の
境
界

D
l
ω

一
、
東
は
本
加
楳
の
小
山
に
近
く
、
標
識
と
な
す
。

D
l
ω

て
南
は
本
筋
垣
塩
山
に
近
く
、
標
識
と
な
す
。

D
l
ω

一
所
、
相
圭
の
鯉
池
、

一
、
西
は
本
蘇
臨
谷
加
の
芭
泉
に
近
く
、
標
識
と
な
す

一
、
北
は
本
願
臨
谷
加
世
圭
に
近
く
、
標
識
と
な
す

一
口
、
東
西
南
そ
れ
ぞ
れ
林
に
近
く
、
北
は
さ
圭
に
近
い

-217-

E' 

一
、
末
圭
の
奮
回
、
相
い
連
な
り
、
計
二
畝
五
高
、
東
は
漢
に
近
く
、
西
は
圭
に
近
く
、
南
は
劃
の
墓
地
に
近
く
、
北
は
漢
に
近
く
、

次
男
何
光
緑
に
付
興
し
て
監
守
せ
し
め
、
年
ご
と
に
率
先
し
て
耕
種
鋤
穫
せ
し
め
、
以
て
祭
把
田
と
す
る
こ
と

G' 

一
所
、
荒
琶
渓
、
東
西
は
そ
れ
ぞ
れ
本
加
に
近
く
、
南
は
閏
圭
に
近
く
、
北
は
湖
圭
に
近
く
、
衣
男
何
矧
眠
に
付
興
し
て
守
看
せ
し
め

る
。
地
分
は
蝿
書
に
依
る
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H
l
ω

一
例
、
土
告
が
ニ
道
の
明
書
を
縫
世
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、

ね
ぎ
ら
い
用
の
牛

一
頭
を
屠
殺
し
、

酒
十
瓶
を
用
意
し
、
本
加
の
飲
食
を

許
す
こ
と

H 

(2) 

一
例
、
本
加
の
村
人
を
家
に
来
さ
せ
た
場
合
は
、
嘱
書
に
照
ら
し
て
、
土
曾
官
は
豚
一
人
前
・
酒
一
瓶
・
パ
ナ
ナ
一
房
を
用
意
し
、
以

て
敬
櫨
と
す
る

H 
(3) 

一例、

雲
圭
土
省
官
が
長
男
に
妻
を
持
た
せ
た
ら
、
そ
の
め
で
た
き
務
理
を
、

加
内
の
者
は
皆
享
受
す
る

H 

(4) 

一例、

雲
圭
土
曾
官
が
娘
を
嫁
に
出
し
た
ら
、

加
内
の
者
は
飲
食
を
許
す
。

其
の
例
の
中
で
は
、
た
だ
一
子
の
み
を
許
す
。

H
l伺

一
例
、
加
内
に
も
し
淫
奔
で
風
紀
を
凱
し
た
り
、
盗
胡
等
の
こ
と
を
し
で
か
し
て
、
木
加
の
捕
捉
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

は
銀
子
三
雨
を
雲
圭
土
曾
官
に
納
め
、
以
て
謝
罪
の
躍
と
す
る
こ
と

そ
の
者
の
家

218ー

一
、
本
加
地
分
の
各
慮
の
四
至
等
の
境
界

ーー

ω
一
、
東
は
大
彰
消
圭
の
蓮
泉
・
加
山
・
蔑
江
・
朝
殺
に
近
く
、
標
識
と
す
る

I
l
ω

一
、
西
は
隅
谷
加
李
頂
山
の
仙
井
に
近
く
、
曳
山
・
由
移
・

連
岩
に
近
く
、
迫
果
加
に
接
し

ーー

ω
一
、
南
は
黄
蜘
加
地
分
の
一
匿
に
近
く
、

標
識
と
す
る

上
は
迫
果
よ
り
、

下
は
朝
民
慮
に
至
り
、

標
識
と
す
る

I
l帥
一
、
北
は
隅
谷
加
寵
の
パ
ン
ヤ
ン
の
樹
・
裏
口
・
捲
の
畑
・
鎖
の
岩
・
併
の
墓
地
に
近
く
、

併
圭
の
主亡
の
泉

・
排
相
に
近
く
、

琶
圭
の

浸
升

・
咽
の
用
水
路
、

鞍
駁
に
近
く
、

浪
圭
の
小
漠

・
練
航
の
岡
、
大
坂

・
小
坂
に
近
く
、
長
圭
に
近
く
、
標
識
と
す
る

-
1伺
再
東
は
黄
繍
加
鞘
洞
蕗
に
近
く

油
泉
な
ど
の
慮
に
至
る

I
l帥
再
西
は
楊
山
・
務
泉
・
呼
山
・
裏
山
・
様
泉
・
深
泉
・
禅
山
な
ど
の
慮
に
近
い

ー
ー
の
再
南
は
慌
圭
に
近
く
、

朝
核
山
繭
山
監
権
燈
権
撮
山
抑
制
RJ
桐
見
濡
加
山
江
山
福
江
畑
棲
揮
捕
渚
楓
蘭
字
木
に
至
り
、
春
蓋
珊
な
ど
の

慮
に
接
す



I
l伺
再
北
は
油
果
珊
の
由
畑
・
凍
旺
毎
情
定
簡
朝
廷
龍
・
民
溝
な
ど
の
慮
に
近
い

I
lω

一
、
本
崩
民
居
、
噴
圭
、

上
は
葉
棋
よ
り
、
下
は
磐
腕
に
至
る
、

く
、
北
は
割
問
廟
な
ど
の
慮
に
近
い

再
び
東
は
民
の
溝
に
近
く
、

西
は
石
調
に
近
く
、

南
は
荒
の
溝
に
近

I 

(10) 

て
本
加
民
居
、

操
圭
、

東
は
頬
万
・
大
坂
・
小
坂
に
近
く
、

再
び
西
は
鎖
探
に
近
く
、

南
は
減
泉
に
近
く
、

北
は
黄
欄
の
緑
溝
な
ど

の
界
に
近
い

J 

光
順
八
年
二
月
十
六
日
、
嘱
室
田
を
作
成
す
る

賓
の
父
で
あ
る
安
衛
伯
何
徳
裕
記
す

謹
見
、
郷
長
で
あ
る
何
遺
敷
記
す
何
仲
蓋
記
す

何
文
鼓
動
指
す
庇
科
貼
指
す
何
貯
貼
指
す

何
崇
道
記
す

何
克
繕
記
す

何
徳
杵
記
す

何
文
穿
貼
指
す

何
迷
貼
指
す

-219-

全
加
の
上
下
(
の
者
)
共
に
記
す

〔
語
注
〕

①
園
間

E
S
H
八
版
に
「
園
閲
」
と
あ
る
方
が
安
嘗
。

②
規
圭
飲
圭
欄
圭
次
に

「井
」
の
字
が
あ
る
の
で
規
圭
飲
圭
椙
圭
は
撃
稗

・
財
物
な
ど
と
並
列
関
係
に
あ
る
の
だ
が
、
各
圭
そ
の
も
の
が
財

産
と
し
て
奉
げ
ら
れ
て
い
る
黙
を
ど
う
理
解
す
る
べ
き
か
。
土
曾
の
擢
限
に
関
わ
る
重
大
な
情
報
で
は
あ
る
が
、
理
解
の
漏
の
関
連
史
料
が

あ
ま
り
に
も
少
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
考
察
の
劃
象
と
せ
ず
、
後
考
を
ま
っ
。

③
雲
圭

文
-Z一
早
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
雲
圭
に
は
官
郎
は
存
在
せ
ず
、
土
骨
が

mm全
瞳
の
長
で
あ
る
と
同
時
に
雲
圭
の
長
で
も
あ
っ
た
と

651 

考
え
ら
れ
る
。
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④
牛
牢

⑤
羊
山
羊
の
こ
と
〔
八
尾

⑥
脹

zr 牢
は
も
と
も
と
生
け
費
の
牛
を
指
す
が
、
後
段
B
に
も
「
牛
牢
」
が
見
え
て
お
り
、
国
十
に
牛
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

叩

)

一
九
九
六
二
一
四
一
〕
。

字
晴
。

「表」

「
俵
」
な
ど
と
同
じ
く
「
贈
る
」
の
意
味
。

⑦
肩
連
足

動
物
の
肩
か
ら
足
ま
で
連
績
し
た
肉
片
を
意
味
す
る
〔
八
尾

一
九
九
六
日
二
三
四
〕
。
肩
連
足
と
そ
の
ま
ま
語
し
て
お
く
。

一方、

足
先
の
無
い
の
が
「
肩
無
足
」
で
あ
ろ
う
。

③
常
新

@
粟
華

B
S
H
八
版
に
は
「
嘗
新
」

と
つ
く
る
。
新
嘗
祭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

B
S
H
入、

E
S
H
入、

D
S
H
八
版
に
は
「
禾
穀
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
華
宮
白
」
の
意
味
は
不
明
。
粟
と
の
み
語
し
て
お

く
⑮

O
回
、
⑬

O
O庭

⑮
は
圭
内
部
の
各
土
地
区
劃
を
、
⑬
は
更
に
そ
の
内
部
の
匿
劃
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
頃
匹
。
含
y

⑫
丘
ハ
税
田

字
哨
。

一
定
の
境
界
に
固
ま
れ
た
土
地
を
指
す
。

「
O
ケ
所
」
と
課
し
て
お
く
。

-220ー

後
述
。

⑬ 
撞

奮
居
住
匿
を
一意
味
す
る
。
な
お
、
本
明
書
は
漢
文
文
書
で
あ
る
が
、
既
に
諜
注
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
字
晴
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
そ
の
口
語
的
文
法
に
引
き
ず
ら
れ
て

固
有
地
名
と
そ
れ
に
附
属
す
る
地
理
表
示
皐
位
語
(
例
え
ば
圭
や
山
な
ど

γが
固
有
地
名
の
先

に
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
々
あ
る
。

⑬
浮
沙

川
の
屈
曲
地
貼
に
土
砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
地
形
。

タ
イ
ン
ソ
ン
豚
の
北
側
の
ダ

l
河
の
屈
曲
部
に
は
贋
大
な
浮
沙
地
帯
が
存
在
す

る。

⑮ 
墓

墓
地
の
こ
と。

⑮
脹
ヨ
咽
口
r

字
晴
。
水
脈
の
こ
と
。

⑫
霜
圭

丁
氏
が
官
郎
を
務
め
て
い
る
圭
。



⑬⑬  
丙⑬r

ロ圭

⑫
露
回
口
合

@ 
厄

@
額

八四宮

@
篤
円
四
臥
口

@
昆

8
ロ

@
朝
口
宮

@
貢
naロぬ

@
私
儀
・
従
候

@
本
田

@
壕
島
ロ
ぬ 土

曾
お
よ
び
官
郎
の
家
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

字
暗
。
山
の
こ
と
。

字
暗
。
泉
の
こ
と
。

不
明
。

字
噛
。
岡
の
意
味
〔
八
尾

一
九
九
六
日
二
三
二
〕
。

字
晴
。
坂
の
意
味
〔
八
尾

一
九
九
六
二
一
一
一
一
一
一
〕
。

字
晴
。

「
小
さ
い
」
の
意
味
。

「
篤
昆
」
で
「
小
坂
」
く
ら
い
の
意
味
か
。

字
暗
。
河
口
の
こ
と
。

「
朝
飲
」
で
「
欽
の
地
に
あ
る
河
口
」
の
意
味
。

字
晴
。
用
水
路
の
こ
と
。

-221ー

「
鏡
人
」
は
首
長
に
劃
す
る
奉
仕
入
の
こ
と
だ
が
〔
八
尾

一
九
九
六
二
一
一
一
一
四
〕
、
従
候
の
存
在
形
態
は
不
明
で
あ
る
。

メ
イ
ン
の
田
の
意
味
か
。

し
か
し
、

こ
の
蝿
書
の
中
に
は
ど
の
回
が
「
本
田
」
で
あ
る
か
指
定
が
な
い
。

字
暗
。
畠
の
こ
と
。

@
H
l
ω
は
文
意
が
と
り
に
く
い
が
罪
文
の
よ
う
に
解
調
停
し
た
。

ベ
て
「
正
副
土
曾
」
と
し
て
い
る
。

@
牛
稿

@埋
n
r
g
r

な
お

原
文
の

H
の
部
分
に
「
土
歯
」

と
あ
る
と
こ

ろ
を

A
Q
T
八
版
は
す

「
稿
」
は
「
ね
、ぎ
ら
う
」
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
、

ね
ぎ
ら
い
用
の
牛
と
却
拝
し
て
お
く
。

字
帽
。

「
瓶
」
と
語
し
て
お
く
。
な
お
〔
八
尾

一
九
九
六
日
二
三
四
〕
で
は
筆
者
の
校
正
ミ

酒
な
ど
を
入
れ
る
容
器
の
こ
と
。

ス
で

z
nE
ロ}
H
3

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
く
。

653 

@
蘭
佳

@
其
例
中
、

「
蘭
」
も
「
佳
」
も
い
い
意
味
な
の
で
「
め
で
た
い
」
と
詳
し
て
お
く
。

只
許
萱
子

文
意
不
明
。
或
い
は
誤
脱
の
部
分
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
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@
神
宮
mロ
ぬ

@
移
代
田
同

字
晴
。
井
戸
の
こ
と
。

字
帽
。
パ
ン
ヤ
ン
の
樹
の
こ
と
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
村
の
は
ず
れ
や
寺
祉
の
庭
に
よ
く
植
わ

っ
て
い
る
。

@
移

E

@
爽
∞
一
主

字
晴
。
石
、
岩
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
岩
山
ぐ
ら
い
の
意
味
か
。

字
晴
。

「
境
界
」
や
「
境
界
を
接
す
る
」
と
い
う
意
味
。

@
同
門
沙
諸

@
鳩
ヨ
世
字
晴
。
墓
地
の
こ
と
。

@
胃
J
S
F
{子
晴
。
「
大
き
い
」
の
意
味
。

@
再
東
再
の
意
味
す
る
こ
と
が
不
明
。

⑬
淋
括
公

字
晴
。
畠
の
こ
と
。

「
篤
巧
」
は
「
大
坂
」
程
度
の
、
通
稀
か
。

「
東
の
更
に
東
は
」
の
意
味
か
?

字
晴
。
水
溝
の
こ
と
〔
八
尾

一
九
九
六
二
一
一
一
一
四
〕
。

(

日

)

⑭
郷
長
明
書
作
成
者
の
衣
に
「
郷
長
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
郷
」
が
何
を
一意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
字
晴
「
圭
宮
伽
」
が
郷

を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
ビ
ン
〔
回
z
r
H
宅自

・
怠
〕
は
ホ
ア
ビ
ン
の
官
郎
の
家
譜
に
同
様
に
「
郷
長
」
と
あ
る
の
を
圭
の
長
、
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つ
ま
り
官

郎
と
理
解
す
る
。

第
二
章

分

析

と

比

較

本
章
で
は
前
章
を
う
け
て
、
官
郎
丁
氏
の
蝿
書
と
比
較
し
つ
つ
、

土
曾
眠
明
書
の
分
析
を
行
う
が
、

ま
ず
蝿
童
百
全
瞳
の
構
成
を
見
て
お
く
。

第

節

全

瞳

の

構

成

丁
氏
帽
明
書
は

一
見
察
朝
の
規
定
し
た
瞳
式
に
依

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら

種
々
の
改
獲
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
〔
八
尾

九
九
六
〕
。
何
氏
明
書
の
場
合
、
そ
の
準
擦
の
程
度
は
丁
氏
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
。
各
部
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
。



A 

前
文

ほ
ぼ
瞳
式
に
準
接
し
て
お
り
、

蝿
書
の
作
成
者
と
縫
承
者
(
二
人
〉
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。

丁
氏
の
場
合
、

縫
承
者
の

B 名
、前

B'ヵ:
無
く

そ
の
黙
に
筆
者
〔
八
尾

一
九
九
六
日
二
三
二
|
二
三
一
、
一
一
一
一
八
〕
は
、

一
部
改
鼠
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

二
人
の
繕
承
者
(
兄
が
土
倉
、
弟
が
官
郎
〉
の
責
務
と
、
村
落
内
部
で
の
諸
権
限
を
規
定
し
て
い
る
。

基
本
的
な
部
分
は

B
、
E

わ
ず
か
に
官
郎
を
束
ね
る
責
務
と
権
限
が
土
酋
に
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の

B
、
B
の
部
分
が
、
普
通

で
そ
う
獲
わ
り
は
な
く
、

C の
畷

C'書

t主
見
ら
れ
な
し、

部
分
で
あ
る

ま
た
丁
氏
蝿
書
の
場
合
は
あ
と
の
「
例
」
の
部
分
に
そ
の
内
容
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

二
人
が
縫
承
す
る
不
動
産
(
団
地
及
び
池
な
ど
〉
を
、
名
前
、
面
積
、
位
置
な
ど
を
具
瞳
的
に
明
示
し
て
列
奉
し
て
い
る
。

-
D
、
D

-
E
、
E

二
人
が
関
わ
る
祭
儀
の
経
済
的
基
盤
た
る
祭
把
田
の
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
も
繋
朝
の
睦
式
に
準
援
し
て
お
り
、

(

ロ

)

規
定
で
あ
る
。

財
産
と
し
て
牽
げ
ら
れ
て
い
る
圭
(

A

)

の
四
至
を
示
し
た
箇
所
。

よ
く
見
ら
れ
る

F 

奴
隷
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
察
朝
吐
舎
に
お
け
る
財
産
と
し
て
の
奴
隷
の
存
在
は
『
蒙
朝
刑
律
』
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
る
。
た
だ

-223-

し
、
繋
朝
の
主
た
る
生
産
者
は
小
農
で
あ
り
、
卒
地
社
舎
で
の
奴
隷
の
存
在
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る

0

・
G
、

G

C

、
C
の
不
動
産
に
近
い
、
河
川
の
利
用
権
を
規
定
し
て
い
る
。

H 

首
長
が
受
け
る
べ
き
村
民
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
反
劃
給
付
を
規
定
。

丁
氏
明
書
で
は
は
っ
き
り
と

「
例
」
と
さ
れ
て
い
る
。

I 

雲
寵
加
の
範
圏
を
明
示
し
た
も
の
。

J 

年
競
と
、
作
成
者
の
サ
イ
ン
及
び
立
舎
人
の
サ
イ
ン
の
部
分
で
あ
る
。

全
瞳
の
構
成
か
ら
す
れ
ば
、

け
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
黙
が
多
く
見
ら
れ
る
。
衣
節
以
下
で
は
そ
れ
を
項
目
毎
に
み
て
い
く
。

丁
氏
蝿
書
に
無
い
部
分

(
G
、
ー
な
ど
〉

が
あ
る
も
の
の
、
何
氏
嘱
書
は
丁
氏
の
そ
れ
と
類
似
す
る
印
象
を
受

655 
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第
二
節

前

文

第
一
章
一
で
燭
れ
た
が
、
何
氏
文
書
の
前
文
に
は
書
き
手
と
縫
承
者
の
名
前
が
察
朝
の
定
め
た
形
式
に
従
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
崇
康

問
明
書
で
は
、
財
産
の
項
目
に
一
部
に
し
ろ
手
を
入
れ
る
一
方
で
、
相
明
書
作
成
者
や
継
承
者
や
謹
人
の
氏
名
は
光
順
蝿
書
と
同

一
な
の
で
あ
る
。

一
方、

丁
氏
明
書
は
書
き
手
の
名
は
あ
る
も
の
の
、
縫
承
者
の
氏
名
を
飲
い
て
い
る
。
こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

丁
氏
の
場
合
、
嚇
書
の
代
ご
と
の
畷
書
作
成
が
お
そ
ら
く
無
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
筆
者
は
前
稿
〔
八
尾

一
九
九
六
日
二
二
五
|
二
三
四
〕

で
は
、
中
央
か
ら
の
「
明
書
を
作
成
す
べ
し
」
と
い
う
文
化
的
匪
力
が
聖
宗
以
降
弱
ま
っ
た
た
め
と
し
た
。

に
も
関
わ
ら
ず
、

や
は
り
帰
書
自

鶴
、
何
ら
か
の
数
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
も
民
族
事
か
ら
の
報
告
で
あ
る
が
、
近
世
ム
オ
ン
祉
舎
で
は
首
長
は
基
本

(
日
)

的
に
長
子
相
績
が
行
わ
れ
、
家
産
、
権
限
等
の
分
割
に
よ
る
威
信
の
低
下
を
避
け
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
来
、
大
幅
な
書

要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
分
た
ち
の
先
祖
が
禦
朝
聖
宗
に
よ
っ
て
そ
の
権
威
を
保
障
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
先
祖
の
名
と
元
抗
は
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き
換
え
は
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
、
首
長
の
財
産
は
固
定
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
全
面
的

・
縫
績
的
な
蝿
書
の
書
き
換
え
は
不

第
更
さ
れ
ず
に
生
き
残
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

や
や
複
雑
で
あ
る
。
何
氏
も
、
中
央
政
権
の
元
競
が
地
方
首
長
の
嘱
書
に
重
み
を
持
た
せ

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
そ
の
際
、
何
氏
嘱
書
に
あ
る
光
順
も
崇
康
も
と
も
に
債
値
を
持
ち
得
る
元
競
な
の
で
あ
る
。

何
氏
の
場
合
、
史
料
批
判
の
問
題
も
か
ら
ん
で
、

光
順
は
洪
徳
と
と
も
に
聖
宗
の
元
競
で
あ
り
、
崇
康
は
繋
朝
を
寡
奪
し
た
莫
氏
の
も
の
で
あ
る
。
崇
康
年
間
、
南
北
に
分
裂
し
て
い
た
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
で
は
北
部
デ
ル
タ
に
擦
る
莫
氏
が
タ
イ
ン
ホ
ア
に
擦
る
禦
朝
亡
命
政
権
に
射
し
て
攻
勢
を
か
け
て
い
た
。
海
岸
線
に
近
い
道
(
現
在
の
園

道
一
一
蹴
線
や
統
一
銭
道
と
ほ
ぼ
重
な
る
)
が
、
南
軍
の
激
突
す
る
正
面
で
あ
っ
た
が
、
聞
道
が
現
在
の
ハ
ノ
イ
か
ら
西
遅
し
、
更
に
現
ラ
オ
ス
園
境

を
か
す
め
て
タ
イ
ン
ホ
ア
へ
と
延
び
て
い
た
。
嘉
輿
は
、
現
在
ム
オ
ン
族
が
居
住
す
る
地
域
を
貫
通
す
る
こ
の
間
道
の
途
上
に
あ
る
。
聖
宗
設

後
、
内
組
の
た
め
に
こ
の
地
方
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
き
て
再
び
接
燭
が
密
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
崇
康



期
に
作
ら
れ
た
帽
明
書
を
も
と
に
、
光
順
帰
書
が
「
作
成
」
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
考
え
方
に
は
、
ど
う
せ
元
慌
を
仮
託
す
る
の
で
あ
れ

(
U〉

ば
、
ど
う
し
て
よ
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
「
洪
徳
」
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
符
が
つ
く
。
聖
宗
の
一
連
の
政
策
は
何
も
洪
徳
時
に
偏

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

寅
際
光
順
年
聞
に
も
こ
の
地
方
で
の
軍
事
行
動
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

や
は
り
光
順
年
聞
は
華
々
し

い
洪
徳
時
代
の
準
備
期
間
の
印
象
を
拭
え
ず
、
質
際
に
光
順
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
基
に
、

崇
康
期
に
改
訂
版
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
方

〈

お

)

が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
際
、
作
成
者
と
縫
承
者
の
名
を
費
え
ず
に
残
し
た
の
は
、
作
成
者
と
そ
の
二
人
の
子
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
系
(
兄
の
家
系

(
M
)
 

は
雲
箆
加
の
土
省
、
弟
の
家
系
は
末
圭
の
官
郎
〉
の
始
祖
と
い
う
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
残
さ
れ
た
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

雨
帽
明
書
の
前
文

及
び
末
尾
の
元
競
に
見
ら
れ
る
改
震
の
跡
は
、
や
り
方
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
十
五
世
紀
の
も
の
に
劃
す
る
こ
だ
わ
り
を
丁
・
何
南
家
が
持
ち

績
け
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
行
動
自
瞳
に
本
質
的
な
差
異
は
無
い
と
考
え
る
。

丁
氏
眠
明書
の
分
析
で
は
こ
の
「
例
」

〈
卒
地
部
で
の
俗
例
、
郷
約
に
あ
た
る
)
こ
そ
が
、
官
郎
の
重
要
な
縫
承

「
財
産
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
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第
三
節

「例」

た
。
皐
純
に
傑
文
だ
け
を
数
え
る
と
、

丁
氏
が
十
三
僚
に
射
し
て
何
氏
は
五
篠

(
H
の
部
分
)
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
、

丁
氏
蝿
書
と
遣
っ
て

「
例
」
と
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
そ
の
こ
と
は
何
氏
に
と
っ
て
「
例
」
が
重
要
で
無
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
雨

者
を
個
別
に
以
下
比
較
し
て
み
る
。

了
氏
第
一
篠
!
第
三
篠
は
官
郎
の
家
の
新
規
建
設
、
修
理
に
関
し
て
村
人
の
義
務
と
、
そ
れ
に
劃
す
る
官
郎
の
下
降
給
付
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
は
何
氏
蝿
書
B
、

B
と
H
l
ω
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

丁
氏
第
四
僚
は
官
郎
の
農
作
業
に
関
す
る
村
人
の
労
働
力
提
供
を
規
定
し
た
も
の
。
こ
れ
に
は
何
氏
に
劃
惇
候
文
が
な
く、

B
、
B
に
概
括

的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
遁
ぎ
な
い
。

657 

丁
氏
第
五
僚
は
能
人
の
規
定
で
あ
る
。

丁
氏
は
二
人
と
規
定
し
、
何
氏
は
土
曾
が
三
つ
の
圭
か
ら
各
二
人
ず
つ
、
計
六
人
と

F
で
規
定
し
て
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(

げ

〉

い
る
。

(

路

〉

丁
氏
第
六
係
、
九
篠
、
十
僚
、
十
二
僚
は
村
の
祭
儀
に
関
わ
る
官
郎
の
責
務
を
記
し
た
も
の
で
、
何
氏
で
は
こ
れ
も
B
、
B
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。

る
部
分
は
な
く
、

丁
氏
第
七
僚
、
十
一
僚
は
村
民
の
種
々
の
行
事
に
官
郎
へ
の
貢
ぎ
物
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
は
何
氏
に
直
接
一
該
嘗
す

H
l仰
が
若
干
関
係
す
る
の
み
で
あ
る
。

丁
氏
第
八
僚
は
官
郎
の
身
内
の
婚
躍
の
際
の
村
民
の
義
務
と
郷
食
の
恩
恵
を
規
定
し
て
い
る
。
何
氏
で
は

H
l同

ωが
一
該
嘗
す
る
。

丁
氏
第
十
三
傑
は
入
舎
地
(
山
林
)
で
の
野
獣
獲
得
者
の
貢
納
義
務
を
規
定
し
た
も
の
。
何
氏
で
は

B
、

B
が
山
林
に
闘
し
て
、

特
定
の
河
川
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

G 

G' 
カミ

以
上
、
単
純
に
数
だ
け
だ
と
丁
氏
蝿
書
の
方
が
多
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
が
、
中
身
は
例
と
い
う
形
を
取
ら
ず
に
、
蝿
室
田
の
全
瞳
で
何
氏

本
的
な
差
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

丁
氏
の
方
が
は
る
か
に
具
瞳
的
で
、

(
刊
日
〉

る
。
か
っ
、
民
族
問
子
の
研
究
な
ど
で
、
首
長
の
諸
権
限
の
中
で
最
も
重
要
と
さ
れ
る
、
村
民
に
劃
す
る
強
制
努
働
の
規
定
が
何
氏
嘱
書
の
場
合

の
場
合
は
そ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
各
項
目
の
内
容
に
よ
っ
て
は
多
少
の
出
入
り
が
あ
る
が
、
雨
者
の
聞
に
「
例
」

た
だ
し
、

に
闘
し
で
も
根
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篠
文
を
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、

詳
細
で
あ

は
さ
ら
り
と
流
し
て
記
述
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
倉
の
権
限
が
官
郎
よ
り
劣
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
饗
朝
の
法
観
念
か

ら
逸
脱
し
て
い
る
部
分
を
突
出
し
な
い
よ
う
、
極
力
嘱
書
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
取
り
繕
お
う
と
い
う
意
圃
が
土
酋
何
氏
に
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
節

家

産

最
後
に
家
産
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
そ
の
面
積
及
び
面
積
表
示
で
あ
る
。

丁
氏
蝿
書
が
、

植
え
る
苗
の
数
(
秩
自
ω
)

で
も
っ
て
面
積
を
表
示
し
て
い
る
の
に
封
し
、

何
氏
眠
明
書
は
「
畝

S
F
(近
世
グ
ェ
ト
ナ
ム
な
ら



六
O
O卒
米
ど
を
使
用
し
て
い
る
。

丁
氏
の
場
合
、
換
算
す
る
と
一
畝
八
高
品
。
|
七
畝
八
高
に
な
り
、
何
氏
の
場
合
は
兄
が
三
十
五
畝
五

高
、
弟
が
十
四
畝
六
高
で
あ
り
、

丁
氏
よ
り
多
い
と
は
い
え
ど
ち
ら
も
か
な
り
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
十
九
|
二
十
世
紀
の
ム
オ
ン
族
社
舎
の

研
究
か
ら
は
、
私
有
地
の
存
在
が
ま
れ
で
、
村
落
に
諦
属
す
る
土
地
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
そ
の
分
配
に
閲
し
て
首
長
が
絶
大

(

勾

)

な
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
安
易
な
類
推
は
危
険
だ
が
、
少
な
く
と
も
私
有
地
が
土
酋
の
権
限
の
唯
一
の
基
盤
で
あ

っ

丁
氏
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
嘗
て
は
ま
る
。

た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
れ
は
何
氏
、

決
に
注
目
す
る
の
は
四
至
の
表
記
で
あ
る

丁
氏
蝿
書
の
分
析
で
は
四
至
の
多
く
が
、
自
然
境
界
(
川
、
林
な
ど
)
及
び
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の

一
方
で
回
そ

一
九
九
六
日
二
三
二
。
何
氏
の
場
合
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
だ
が
、

入
舎
地
な
ど
を
も
含
ん
だ
一
国
的
所
有
概
念
を
官
郎
が
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
〔
八
尾

(

幻

〉

四
至
記
述
に
頻
出
す
る
「
兵
税
回
」
の
存
在
が
問

も
う
一
つ
、

ヴ
4

の
ん。，u

の
も
の
の
面
積
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

題
に
な
っ
て
く
る
。

察
朝
の
諸
制
度
に
闘
す
る
史
料
を
渉
識
し
で
も
こ
の
「
兵
税
田
」
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
、
蝿
書
と
同
時
に
採
集
し
た
史
料
の
中
に
、
景
治

八
年
〈
一
六
七
O
)
に
嘗
時
の
土
曾
何
光
盛
が
提
出
し
た
「
戸
簿
」
の
寓
し
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に

「
兵
税
田
」
が
出
て
く
る
。

開
係

部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
前
略
)
一
、
兵
税
田
、

五
百
畝
参
高
捌
尺
五
寸
。
例
と
し
て
花
銀
子
拾
或
雨
。

て
見
(
リ
現
)
耕
、
武
百
畝
。
原
例
と
し
て
花
銀
子
摩
南
を
納
む
。

参
百
畝
参
高
捌
尺
五
寸
、
並
び
に
己
に
水
被
類
崩
し
、

己
に
林
壊
と
成
る
。

原
例
と
し
て
花
銀
子
捌
南
根
萱
堆
を
准
口
す

一、

蕪
荒
、

(
割
り
引
く
)
。

戸
簿
、

景
治
捌
年
参
月
威
拾
鐘
目
、
申
簿
す
。

(
以
下
略
)
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も
と
も
と
五
百
畝
あ
っ
た
兵
税
田
が
現
在
(
景
治
八
年
)
で
は
二
百
畝
し
か
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、

そ
の
分
に
つ
い
て
の
税
額
を
報
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告
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
、
丘
ハ
税
田
が
納
税
義
務
を
負
っ
た
団
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
繋
朝
聖
宗
期
の
規
定
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

一
般
民
は
園
家
に
よ
る
「
閲
選
」
を
受
け
、
社
項
、
軍
項
、
民
項
等
の
各
項
に
分
け
ら
れ
て
戸
簿
が
作
成
さ
れ
、

そ
の
項
に
従
っ
て
兵
役
と
納

税
の
義
務
を
負
っ
た
〔
藤
原

一
九
八
六
日
三
九
三
|
三
九
七
〕
。

そ
し
て
そ
の
代
償
と
し
て
、

同
じ
く
園
家
の
作
成
に
よ
る
田
簿
を
基
と
し
て
、

園
家
か
ら
公
団
を
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
公
田
制
度
に
闘
し
て
は
圏
内
外
に
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

ま
ず
戸
簿
に
闘
し

定
で
あ
っ
た
〔
楼
井

て
は
、
勝
官
が
枇
官
に
自
社
の
報
告
書
を
作
成
・
納
入
さ
せ
る
の
に
劃
し
て
、
田
簿
作
成
に
は
自
ら
が
そ
の
調
査
の
先
頭
に
立
つ
べ
し
と
の
規

一
九
八
七
日
一
O
一
l
l

一
O
三
〕
。
た
だ
、
質
際
の
調
査
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

知
燃
が
最
終
責
任
を
負
い
つ
つ
も
、
社
長

が
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
〔
桃
木

一
九
九
一
日
九
O
|
九
二
。

上
記
の
規
定
は
、
も
ち
ろ
ん
卒
地
の
直
接
支
配
地
を
意
識
し
た
も
の
だ
が
、
雲
龍
加
の
場
合
、
青
川
豚
に
所
属
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
同
様

の
手
植
き
が
、
質
態
は
別
と
し
て
、
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
知
豚
に
蓋
帳
を
提
出
す
る
責
務
を
負
っ
た
の
が
、
卒
地
の
社
長

に
相
歯
す
る
土
品
闘
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
具
瞳
的
に
は
、
各
圭
の
官
郎
が
と
り
ま
と
め
た
報
告
が
土
酋
の
と
こ
ろ
に
集
め
ら
れ
、
知
瞬
に
納
入

す
る
前
に
、
文
書
の
瞳
例
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
「
た
。

「
畝
」
で
書
か
ず
に
「
秩
」
で
土
地
面
積
を
記
し
て
い
る
文
書
を
知
豚
が
受
け
取
る
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は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
う
事
態
を
考
え
る
と
、
何
故
に
ほ
ぼ
同
時
期
の
デ
l
ト
を
持
ち
、
ラ
ン
ク
こ
そ
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
同

じ
首
長
の
地
位
に
あ
っ
た
何
氏
と
丁
氏
の
鴎
書
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
遣
い
が
あ
る
の
か
も
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
陽
書
作
成
の
際
、
皆
同
然
依

(

忽

)

回
簿
、
戸
簿
の
潟
し
な
ど
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
っ
た
。
丁
氏
の
場
合
、
そ
の
原
資
料
が
「
秩
」
で
記
載
さ
れ

?
た
資
料
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

て
い
た
の
に
封
し
、
何
氏
は
知
豚
向
け
の
「
畝
」
に
積
み
換
え
て
書
か
れ
た
資
料
が
手
元
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
兵
税
田
に
閥

し
て
も
、

お
そ
ら
く
首
長
た
る
官
郎
、
或
い
は
土
曾
も
、
兵
瞳
的
に
村
や
園
家
に
開
属
す
る
な
ど
と
い
う
概
念
は
陵
昧
で
、
四
至
記
述
の
際
に

た
だ
し
、
土
酋
の
場
合
、
そ
う
し
た
概
念
は
暖
昧
な
が
ら
も
、
燃
に
提
出
す
る
文
書
に
は
と
に
か
く
何

自
に
入
ら
な
か
司
た
と
解
稗
で
き
る
。

か
四
至
項
目
を
取
り
繕
っ
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
書
か
れ
た
資
料
を
土
酋
の
方
は
蝿
書
作
成
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
た
め
、
官
郎

(

お

)

な
ど
と
土
地
所
有
に
劃
す
る
同
様
の
概
念
を
持
ち
つ
つ
も
、
こ
の
よ
う
な
差
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。



上
記
に
分
析
し
た
こ
と
か
ら
、
土
曾
と
官
郎
の
賜
書
は
多
く
の
異
な
る
貼
を
有
す
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
質
的
に
は
さ
し
て
後
わ
ら
な
い

種
々
の
財
産
や
権
限
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
が
剣
る
。
そ
し
て
、
官
郎
の
中
の
ト
ッ
プ
と
い
う
だ
け
で
な
い
土
酋
の
立
場
の
遣
い
、

つ
ま
り
、

と
も
に
中
央
と
地
方
の
聞
の
存
在
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
官
郎
が
比
較
的
現
地
社
舎
の
方
を
向
い
て
い
た
の
に
劃
し
て
、
土
曾
は
そ
う
は
い
か

な
い
、
豚
官
と
直
接
に
接
し
て
い
る
、

そ
う
し
た
差
が
蝿
書
に
反
映
さ
れ
た
の
だ
と
指
摘
で
き
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
で
分
析
を
終
わ
る
。

初
出
史
料
故
、

推
論
に
頼
る
部
分
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、

満
足
の
い
く
結
論
が
だ
せ
た
と
は
と
う
て
い
思
え
な

ぃ
。
そ
こ
で
、
以
降
の
研
究
へ
の
見
通
し
に
闘
し
て
記
し
て
、

む
す
び
に
か
え
た
い
。

桃
木
ご
九
九
六
・
三
一
l
l
三
五
〕
が
説
く
よ
う
に
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
十
世
紀
に
中
園
か
ら
濁
立
を
果
た
し
た
も
の
の
、

十
五
世
紀
に
な
っ

-229ー

て
よ
う
や
く
中
園
に
劃
す
る
封
抗
意
識
(
そ
の
反
面
、
事
大
主
義
を
も
ち
つ
つ
も
)
が

る
。
そ
し
て
、
中
華
を
稿
す
る
限
り
、

「
南
園
H
も
う
一
つ
の
中
華
」
と
い
う
形
と
な
っ
て
確
立
す

「
葦
」
を
慕
っ
て
や
っ
て
く
る
「
夷
」
の
存
在
が
不
可
歓
と
な
る
。

聖
宗
は
自
ら
の
園
家
観
賞
現
の
た
め
、
自
ら
を
中
心
と
し
た
同
心
国
的
な
秩
序
の
内
外
に

「夷
」
の
存
在
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
震

に
、
名
目
上
の
夷
|
ク
メ
l
ル
や
ジ
ャ
ワ
、
タ
イ
な
ど
、
貿
易
船
を
涯
遣
し
て
く
る
諸
圏
や
ラ
l
ン
サ
l
ン
等
|
、
開
接
支
配
を
及
ぼ
し
て
い

る
夷
|
解
瞳
後
の
チ
ャ
ン
パ
藩
王
園
、
知
州
な
ど
の
肩
書
き
を
帯
び
た
少
数
民
族
首
長
ー
と
と
も
に
、
直
轄
地
た
る
懸
の
下
に
組
み
込
ま
れ
た

嘉
輿
の
ム
オ
ン
族
の
首
長
は
、
本
人
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
直
接
支
配
(
同
心
固
の
中
心
〉
に
よ
り
近
い
夷
と
し
て
察
朝
か
ら
位
置
附
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
長
が
土
舎
で
あ
っ
た
。

分
析
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
た
が
、
土
舎
と
官
郎
の
聞
に
本
質
的
な
差
異
は
見
い
だ
せ
な
い
。

は
る
か
に
土
曾
何
氏
の
方
が
中
央
を
「
気
に

し
て
い
る
」
様
が
多
々
文
書
か
ら
讃
み
と
れ
る
も
の
の
、
土
酋
が
官
郎
と
知
燃
の
聞
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
嘗
た
り
前
と
言
っ
て
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し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
「
土
酋
」
は
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
土
曾
で
あ
っ
た
の
か
。



『
興
化
慮
風
土
録
』
序
文
に
は

最
初
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
質
は
官
郎
も
土
曾
も
繋
靭
の
正
式
な
官
職
名
で
は
な
い
。
正
確
に
は
彼
ら
は
輔
導
司
の

(

川

品

)

官
で
あ
る
。
こ
れ
に
闘
し
、
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輿
化
承
宣
(
中
略
〉
、
各
々
輔
導
有
り
。

四
係
た
だ
土
品
闘
の
み
有
り
。

存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

と
あ
り
、
燃
に
は
例
外
は
あ
る
も
の
の
土
歯
だ
け
が
存
在
し
て
い
た
と
し
、
他
の
州
の
項
を
み
る
と
、
主
円
川
の
何
氏
よ
り
大
き
な
勢
力
が
多
々

つ
ま
り
、
懸
と
い
う
、

少
数
民
族
の
地
帯
の

土
曾
の
存
在
を
明
記
し
て
い
る
州
は
一
つ
(
木
川
〉
し
か
な
い
。

中
の
直
轄
地
に
お
い
て
、
牒
官
に
直
接
ふ
れ
あ
う
存
在
と
し
て
、
官
郎
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
、
あ
る
場
所
で
は
飛
び
抜
け
た
存
在
の
も
の
を
、
あ

る
場
所
で
は
括
抗
し
て
い
る
が
と
り
あ
え
ず
最
大
勢
力
の
者
を
選
ん
で
繋
朝
側
、
が
「
土
曾
」
と
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
質
務

的
な
問
題
と
観
念
的
な
華
夷
秩
序
の
問
題
を
一
一
挙
に
解
決
す
る
方
便
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

嘗
時
の
青
川
豚
の
内
部
で
の
勢
力
闘
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
手
持
ち
の
資
料
で
は
何
も
剣
ら
な
い
。
し
か
し
雨
明
書
か
ら
だ

け
で
も
、
例
え
ば
官
郎
が
土
品
閣
の
権
限
を
全
面
的
に
認
め
て
は
い
な
い
こ
と
は
窺
え
る
し
、
何
氏
の
内
部
に
お
い
て
も
封
立
が
あ
っ
た
ふ
し
が

-230ー

あ
る
。
も
っ
と
も
、
繋
朝
側
で
は
、
内
部
の
抗
争
白
鶴
は
買
に
大
し
た
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
上
記
の
よ
う
な
華
夷
秩
序
が

維
持
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
地
位
舎
の
側
で
は
そ
れ
で
は
済
ま
な
い
。
土
曾
の
稽
披
が
祉
曾
の
安
定
に
繋
が

っ
た

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

の
か
、
延
々
と
績
く
抗
争
を
引
き
起
こ
す
誘
因
と
な
っ

た
の
か
、
繋
朝
の
影
響
力
の
獲
動
と
も
か
ら
め
、
時
聞
の
幅
を
と
っ
て
、
研
究
を
績
け

註(
1
〉
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
、
現
中
圏
雲
南
と
ラ
オ
ス
の

園
境
に
位
置
す
る
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
地
方
で
は
、
ム
ア
ン
チ
ェ
ン
フ

ン
が
北
進
の
動
き
を
見
せ
た
が
、
明
に
阻
ま
れ
、
明
へ
の
朝
貢
を
頻
繁

に
行
っ
て
、
ラ
l

ン
サ
l

ン
な
ど
他
の
周
遺
勢
力
の
上
に
た
つ
地
位
を

明
の
カ
を
背
景
に
確
立
し
よ
う
と
し
た
〔
加
藤

六
O〕

。

(
2
〉
た
だ
し
、
『
大
南
一
統
誌
』
興
化
省
古
蹟
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
輿

化
承
宣
の
都
司
は
近
在
の
山
西
承
宣
の
先
堕
豚
に
、
承
政
司

・
憲
察
司

一
九
九
七
日
五
四
|
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の
二
司
は
山
西
の
山
圏
豚
に
寄
治
し
た
。

ハ
3
)

卒
地
の
祉
の
下
の
「
村
」
な
ど
に
相
嘗
す
る
。
な
お
、
青
川
蘇
下
の

諸
加
は
少
な
く
と
も
繋
朝
後
期
に
は
祉
に
改
編
さ
れ
た
ら
し
い
。

ハ
4
)

察
朝
以
前
に
も
こ
の
地
方
に
は
学
濁
立
勢
力
が
存
在
し
、
時
の
中
央

政
権
か
ら
様
々
な
稽
挽
な
ど
を
得
て
い
た
が
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
繋

朝
以
前
に
遡
る
明
書
の
作
成
が
あ
っ
た
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

(
5
〉
『
大
南
一
統
誌
』
輿
化
省
建
置
沿
草
津
伺
山
懸
に
は
何
氏
が
代
々

土
品
目
職
を
、
丁
氏
が
輔
導
職
を
世
襲
し
て
い
る
と
の
記
載
が
あ
る
。

(

6

)

青
山
豚
は
院
朝
時
代
に
育
川
勝
か
ら
分
離
成
立
し
た
。
た
だ
し
、
開

き
取
り
に
よ
る
と
、
こ
の
燃
の
了
氏
と
何
氏
は
と
も
に
首
長
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
十
五
世
紀
に
、
も
っ
と
西
の
本
宗
か
ら
分
か
れ
た
支
振
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
。
グ
エ
ン

・ズ

オ
ン

・
ピ
ン
〔
Z
mロ
可
制
ロ
ロ
C
.
O
・ロ同

盟国
r
H
也
記
H
g
|
∞
∞
〕
も
七

0
年
代
の
聞
き
取
り
調
査
で
、
こ
の
地

の
ム
オ
ン
族
の
故
地
は
西
南
の
現
ホ
ア
ピ
ン
省
や
ソ
ン
タ
イ
の
西
北
部

で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

ハ
7
)

〔
八
尾
一
九
九
七
〕
で
は
「
崇
康
」
と
す
る
べ
き
と
こ
ろ
を
す
べ

て
「
崇
輿
」
と
誤
骨
持
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
訂
正
す
る
。

(

8

)

〔
八
尾
一
九
九
七
〕
で
も
記
し
た
が
、
各
文
書
に
は
筆
者
が
略
説

を
附
し
た
。
光
順
八
年
の
デ
l
ト
の
あ
る
文
書
は

D
Q
T
八
と

A
Q
T

八
、
崇
康
八
年
の
明
書
は
B
S
H
八、

D
S
H
八、

E
S
H
八
の
三
本

で
あ
る
。
本
稿
の
原
文
は

D
Q
T
八
を
メ
イ
ン
に
、
他
の
四
つ
で
校
合

す
る
と
い
う
作
業
か
ら
出
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
疑
問
と
な
る
黙
も
多

く
、
暫
定
版
と
し
て
い
る
。

(
9
〉
原
文
は
註
(
8
〉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
〔
八
尾
一
九
九
七
日
二
八
|

三
O
〕
に
基
づ
く
が
、
そ
の
後
新
た
に
見
つ
か
っ
た
不
備
の
修
正
に
閥

し
て
は
い
ち
い
ち
断
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
原
文
中
に
(
)
と
あ
る

の
は
そ
の
直
前
の
文
字
よ
り
(
〉
内
の
文
字
の
方
が
安
営
と
恩
わ
れ

る
こ
と
、
〔
〕
は
底
版

(
D
Q
T
八
)
に
紋
け
て
い
た
文
字
を
他
の

版
で
補
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
論
の
都
合
上
、
種
々

の
記
放
や
ラ
イ
ン
(
誇
註
部
分
の
|
|

は
固
有
地
名
及
び
人
名
、

ー
ー

は
確
詮
が
な
い
も
の
の
、
固
有
地
名
及
び
人
名
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、

は
筆
者
の
能
力
不
足
の
た
め
解
讃
不
能
の
字
句
を
意
味
し
て
い

る
)
を
施
し
て
あ
る
。

(

m

)

丁
氏
明
書
の
謬
註
作
業
〔
八
尾
一
九
九
六
〕
で
は
語
句
の
解
説
に

あ
た
り
、
チ
ン

・
カ
ッ

ク
・
マ
ィ

ン
吋
ユ
ロ
F

同「
叫n
p向
g
r、
レ
・
ト

ゥ
オ
ン

F
b

吋
c.d.ロ
阿
南
氏
の
研
究
〔
冨
2
7
Z
U
H
申
∞

r
E由H〕

〔
叶
尺
札
口
問
H
由
記
〕
を
参
照
さ
せ
て
も
ら
い
、
引
用
箇
所
を
示
し
た
が
、

今
回
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
拙
稿
〔
八
尾
一
九
九
六
〕
の
関
連

箇
所
の
み
を
示
す
。

〈
U
)

『
禦
朝
刑
律
』
三
六
六
僚
に
も
、
岡
明
書
等
の
作
成
に
嘗
た
っ
て
「
本

郷
官
長
」
が
保
謹
人
に
な
る
べ
し
と
規
定
し
て
い
る
が
、
特
定
の
固
有

の
官
職
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
嘗
該
一
地
区
の
長
程
度
の
一意
味
を
も

っ
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ロ
)
た
だ
し
、
『
察
朝
刑
律
』
な
ど
の
規
定
で
は
、
財
産
は
均
分
相
績
が

建
て
前
で
あ
る
が
、
祖
先
の
祭
犯
を
行
う
財
源
と
し
て
の
祭
-杷
回
(
香

火
田
〉
は
、
特
に
分
割
せ
ず
、
祭
杷
に
責
任
を
負
う
人
物
(
多
く
は
長

子
で
あ
る
が
)
が
相
績
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
祭
把
田
を
別
々
に

設
定
し
た
こ
と
は
、
家
系
そ
の
も
の
の
分
化
を
意
味
し
た
も
の
と
言
え

よ
う
。

〈
日
)
〔
の
E
巴
=
2
5怠
リ

M
g
l
M
∞
H
〕
〔
切
5
7
z
a
H
企
|
品
ω〕
な
ど
。
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資
仲
政
『
輿
化
庭
風
土
録
』
〈
十
八
世
紀
後
半
の
書
、
漢
崎
研
究
院
所

蔵
。
フ
ラ
ン
ス
極
東
皐
院
記
鋭
〉

8
3
に
「
土
曾
兄
弟
自
ら
相
婚
を

な
し
、
別
族
は
こ
れ
を
異
類
と
い
い
て
姿
と
ら
ず
」
と
あ
る
の
も
財
産

の
分
散
を
抑
え
る
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
M
〉
こ
の
貼
に
関
し
て
は
、
一
九
九
六
年
十
二
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た

科
目
別
(
重
貼
領
域
研
究
)
報
告
舎
で
の
筆
者
報
告
に
封
す
る
桃
木
至
朗

氏
の
ご
数
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

(
日
)
た
だ
し
、
行
政
匡
劉
の
努
遷
か
ら
す
る
と
、
禦
朝
聖
宗
時
代
に
こ
の

地
は
正
し
く
は
車
内
源
豚
で
あ
っ
て
莫
氏
時
代
に
な
っ
て
清
川
豚
と
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
以
て
、
崇
康
の
方
が
原
資
料
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も

可
能
で
は
あ
る
が
、
篤
す
段
階
で
現
地
名
に
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

〈
日
)
二
つ
の
家
系
の
聞
に
は
、
問
明
書
A
Q
T
八
が
自
分
の
こ
と
を
「
副
土

品目
」
と
し
て
い
る
(
謬
註
@
参
照
〉
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
ラ

イ
バ
ル
一
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
誇
い
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
の

酬
明
書
は
自
ら
の
権
利
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
で
あ
ろ
う

し
、
そ
の
震
に
も
始
租
の
名
は
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
祭
和
田
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
(
何
氏
明
書
E
、
E
や
註
(
ロ
〉
)
と
い
う
の
も
、
こ

の
あ
た
り
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
口
)
そ
の
数
の
少
な
さ
は
や
は
り
家
内
の
雑
役
に
充
て
ら
れ
る
程
度
の
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
従
候
の
方
は
そ
の
調
達
方
法
、

服
務
の
寅
態
な
ど
一
切
不
明
で
あ
る
。

(
M
〉
官
郎
制
度
は
嘉
輿
で
は

一
九
四
五
年
の
八
月
革
命
前
に
既
に
山
問
機
し

て
い
た
と
さ
れ
る
〔
回

g
r
H由足
H
A
ω

〕
が
、
こ
の
祭
杷
執
行
櫨
が
首

長
の
威
信
を
保
つ
い
わ
ば
最
後
の
接
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(
川
口
)
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
研
究
者
の
事
例
報
告
(
例
え
ば
ビ
ン
〔
切

g
r
E足口

包
〕
〉
の
他
、
吉
津
〔
一
九
八
二
日
一

O
六
〕
は
タ
イ
族
の
同
様
の
事

例
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
m
ω

〉
首
長
は
多
く
の
土
地
の
使
用
権
を
持
っ
て
お
り
、
事
賃
上
、
私
有
地

と
か
わ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
あ
く
ま
で
保
持
し
て
い
た

の
は
占
有
様
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
首
長
が
そ
の
地
位
を
逐
わ
れ
る
と
そ

の
土
地
は
村
に
隠
腐
し
た
〔
切

g
r
H由
記
日
仏
H
L
S
?
E
lH叶〕。

(
幻
〉
何
氏
明
書
に
は
二
十
一
の
土
地
に
関
す
る
四
至
記
述
が
あ
る
が
、
二

十
一
×
四
H

八
十
四
の
内
、
二
十
六
が
兵
税
回
で
あ
る
。

〈
幻
〉
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
時
く
ら
い
し
か
、
自
分
の
土
地
の
面
積
を
確
定

し
よ
う
と
い
う
意
識
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
土
曾
と
い
え
ど
、
他
の
官
郎
の
管
轄
す
る
圭
の
農
地
調
査
を
行
い
え

た
可
能
性
は
少
な
い
。
そ
れ
が
、
い
く
ら
創
作
の
色
濃
い
中
央
向
け
の

田
簿
と
は
い
え
、
い
い
加
減
な
四
至
記
述
を
土
曾
が
作
り
上
げ
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
面
積
の
ほ
う
は
一
定
の
比

率
を
も
と
に
し
た
書
き
換
え
は
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
嘉
輿
に
お

け
る
税
制
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
具
霞
的
な
史
料
が
な
い
が
、

近
世
の
嘉
輿
で
は
、
ム
オ
ン
首
長
に
よ
っ
て
公
団
を
給
さ
れ
た
一
般

民
は
、
首
長
に
劃
し
て
勢
働
奉
仕
や
貫一
納
の
義
務
が
あ
っ
た
〔
∞

g
r

zミ
ι∞
〕
。
こ
の
こ
と
も
、
首
長
の
土
地
所
有
観
念
を
暖
味
に
す
る

一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

(

M

A

)

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
察
朝
以
前
か
ら
、
周
透
の
小
首
長
に
輔
導
、
父
道

甜
一
寸
の
稽
鋭
を
奥
え
て
い
た
。
聖
宗
期
に
こ
れ
ら
は
官
僚
制
度
に
組
み
込

ま
れ
、
鐙
夷
輔
導
司
輔
導
正
は
正
八
品
、
輔
導
副
は
従
八
品
、
鐙
夷
長

官
司
長
官
は
正
九
品
、
長
官
副
は
従
九
品
に
位
置
附
け
ら
れ
た
。
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THE HA 何FAMILY OF GIA HUNG 嘉興PREFECTURE

IN THE PERIOD OF KING LE THANH ＴＯＮＧ：ANALYSIS

　　　　

FROM Ａ COMPARISON OF TESTAMENTS

Yao Takao

　　

The Ha family, who ■ｗｅｒｅＴｈｏｔｈ瓦土酋一heads of the Muong people

in Than Son sub-prefecture, Vinh Phu province in northwest Vietnam―

have handed down to us ａ testament that dates from the fifteenth century, as

did the Dinh T family, who were the Ｑｕａｎｌａｎｇ官郎or vice･heads of

this same village. In this testament, there was an attempt made to accord

with the format of the Le government｡

　　

First, unlike the Dinh family testament, in this testament the names of

the ancestors and those of the successors are clearly indicated. Second,

the indications of the size and location of private land accords considerably

with the Le governme㎡S format. Finally, the“£♂例section (provisions

in the village―this section deviated from the purpose of the testaments) in

this testament is smaller than in that of the Dinh. Analysis of the content

of the testament shows us, however, that the concept of the right of land

ownership was essentially the same between the two families. The reason

for the apparent difference between the two testaments is that the　Ｔｈｏ　tｈｕ

was required to have more direct contact with o伍cials of the sub-prefecture

sent by the Le government｡

　　

It can be concluded that it was the Le government that issued the titles

to ensure order in this area (although thus possibly causing disturbance)

and to make the claim for “Another Middle Empire in the South".

６


